
二
〇
一
八
年
八
月
二
四
日

子
等
去
に
て
辻
の
地
蔵
へ
月
ま
ど
か

菜

　

々

　

お

地

蔵

の

提

灯

揺

ら

す

風

は

秋

こ
す
も
す

二
〇
一
八
年
八
月
二
三
日

強

風

に

肢

を

踏

ん

張

る

飛

蝗

か

な

せ

い

じ

総
玻
璃
の
ビ
ル
め
つ
ぶ
し
の
西
日
か
な

ぽ

ん

こ

人

波

に

音

聞

く

ば

か

り

揚

花

火

な

つ

き

水

底

に

躍

る

魚

影

や

川

さ

や

か

明

日

香

二
〇
一
八
年
八
月
二
二
日

落
つ
る
日
に
伸
び
る
案
山
子
の
影
法
師

智

恵

子

外

出

の

一

歩

に

纏

ひ

つ

く

残

暑

や

よ

い

川

と

ん

ぼ

瀬

石

存

問

す

る

ご

と

く

明

日

香

二
〇
一
八
年
八
月
二
一
日

筆

洗

池

を

埋

め

て

蓮

真

白

菜

　

々

　

秋

声

は

木

立

を

映

す

山

湖

よ

り

は

く

子

二
〇
一
八
年
八
月
二
〇
日

潮

騒

の

耳

に

涼

し

き

松

林

愛

正

暮

れ

そ

め

て

よ

り

裏

山

の

虫

浄

土

三

刀

継
ぎ
つ
が
れ
き
た
る
父
祖
の
田
稲
は
穂
に

菜

　

々

　

二
〇
一
八
年
八
月
一
九
日

作
り
手
の
面
影
に
似
し
案
山
子
か
な

さ

つ

き

送

り

火

を

済

ま

せ

故

郷

後

に

す

る

智

恵

子

向
日
葵
と
顔
寄
せ
あ
ひ
て
ツ
ー
シ

　

ョ

　
　

ッ

　

ト

満

天

二
〇
一
八
年
八
月
一
八
日

秋

晴

に

祝

詞

高

　

々

　

地

鎮

祭

菜

　

々

　

岳

宮

へ

ま

ず

は

一

礼

登

山

口

さ

つ

き

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
八
年
八
月
二
六
日
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